
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１世紀の森四季の山野辺 

千駄堀の池のほとり、水鳥のモチーフの後ろ側が山野辺という場所である。 

この地域は芝生があり小川が流れ、多種の樹がしげる場所だ。 

今回のスケッチは落葉した「ハンノキ」（水辺に繁る高木で低湿地に多い。田や池の周囲に多い。） 

この木を中心に、ケヤキ、ドングリのコナラ、ムクノキ（防風樹）、クヌギ、エノキ（オオムラキの食草）等がある。 

ハンノキは１２月の気温に樹と梢が白紫色に変化。 

まわりの紅葉とひときわ違う色彩で                    ２０１６年１２月２０日 

私のスケッチブックに印象ある一枚が追加された。      絵と文 ： 松戸市在住 水彩画家 菅谷功 氏 
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あけましておめでとうございます。 
  

 

皆さん、あけましておめでとうございます。  

お蔭様で三和病院も開院して３度目の正月を 

迎えることができました。 

最初に、当院１階の入り口が２重の自動扉

になってはいるものの予想以上に寒気が流れ

込み、待合が寒くて皆さんに大変ご迷惑をお

かけしていることをお詫びします。現在、考えう

る対応策を行っていますのでご容赦ください。 

私と同世代より先輩の方々は感じていると思

いますが、日本の正月もかわりましたね。私が

小学生から中学生の時は正月三が日、商店は

すべて休業で街はシーンと静まり返っていまし

た。当時は高度経済成長の真っ只中で私の父

もモーレツ社員として仕事に明け暮れていた

時代でしたが、三が日は会社も商店もお休み、

特殊な職業を除いて日本中がお休みといった

感じでした。母や田舎の祖母は暮れからおせ

ち料理を作って正月に備えていました。私の

正月は毎年おばあちゃんちで百人一首をやっ

たり、周りを探検したりと退屈した記憶はなく、

正月が楽しみでした。今の子供たちは、コンピ

ュータゲームして、もらったお年玉を持って量

販店に買い物に行くというのが正月の過ごし

方でしょうか。 

私が中学３年生の時にセブンイレブンがで

きてアッという間に全国に広がり、２４時間営業

から年中無休となり、大型スーパーもそれにな

らって正月営業するようになりました。昔ながら

の静かな正月というのは次第になくなっていき

ました。ある量販店が、お正月の三が日を休業

とすることについてのコメントがネット上で話題

となりました。その内容は、三が日の休業で、

不便や迷惑をかけてしまうことに対して謝罪し

た後に、お正月以外毎日営業できているのは

職員が支えてくれているからで、お正月に職

員全員がまとまった休みをとることで、新年から

の業務へのエネルギーを充電するためと説明

しています。さらに量販店に関わるメーカーや

物流会社にも、お正月をゆっくり迎えてもらうこ

とに繋がるとして、その分年末の品揃えを強化

したり、年明けのサービスや売り場づくりに励

むことを約束しています。この従業員を大切に

した考え方には、賛同する人も多かったようで

す。昔当たり前だったことを今やろうとするとす

ごくエネルギーが必要なんだと感じます。 

どんな職場でもそこで働いている職員が大

切であることはいうまでもありません。鼎会（三

和病院、八柱三和クリニック）でももちろんです。

昨年は１年間で３０５件の乳がん手術を行いま

した。これは国立がん研究センター東病院（柏）

や千葉県がんセンターと並ぶ件数です。この

小さな三和病院が天下のがんセンターと肩を

並べることができたのも、同僚医師、乳腺スタッ

フはじめ全職員のお蔭です。三和病院で手術

を受けてよかったといってもらえるために皆頑

張ってくれています。 

三和病院は、乳がんの患者さんだけではな

く、急性期の内科の患者さん、骨折などの整

形外科の患者さん、消化器外科で手術した患

者さん、リハビリを行っている患者さん、緩和ケ

アが必要な患者さん、ご高齢で肺炎をおこして

しまった患者さんなどさまざまな地域の患者さ

んを受け入れて治療を行っています。病院の

性格上、全職員が三が日休むわけにはいきま

せんが、皆リフレッシュして平成２９年１年間ま

た皆様の健康を守るために一所懸命努力して

まいります。 

            三和病院 院長 渡辺 修 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

皆さんは、手術室に対してどのようなイメージ

をお持ちでしょうか？ 

怖い？冷たい？暗い？そういったイメージはあ

りませんか？ 

いえいえ全然違います。今回は、そんなイメー

ジを無くしていただくために、三和病院の手術

室をご紹介したいと思います。当院の手術室は

２部屋あります。 

手術室の入り口風景です。ナースはこのよう

なピンクのウェアを着用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【手術室の入り口】 

 

全身麻酔の手術室内風景です。全身麻酔は、

主に乳腺外科や消化器外科の手術で行ってい

ます。手術室内は、音楽をかけたり掛け物を温

めて用意し、リラックス効果につながるよう努め

ています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【手術室１（全身麻酔用）】 

 
 
 

局所麻酔のお部屋の風景です。       

主に形成外科の手術を行っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【手術室２（局所麻酔用）】 
 

 全身麻酔を受ける患者さんは、術前に手術室

担当看護師が、手術室での流れを説明させて

頂いたり、手術や麻酔に対する不安を少しでも

軽減できるよう術前訪問に伺っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【術前の病室訪問】 

 

患者さんが安心して安全に手術を受けられるよ

うに、医師・麻酔科医・薬剤師・栄養士・放射線

技師・臨床検査技師・看護師・看護助手一同チ

ームとなり、日々取り組んでおります。 

（手術室一同） 
 

 

 院内紹介 ＝手術室＝ 



 

第１３回日本乳癌学会関東地方会グランドキャンサーボードにて表彰されました 
 
 
乳腺外科 長谷川圭医師が、 

第１３回日本乳癌学会関東地方 

会のグランドキャンサーボードで 

優秀演題として表彰されました。 

 
 

外来待合室の防寒対策について  前号に引き続き外来待合室の寒さ対策について報告いたします。 

正面入り口の自動ドアの速度調節・開放時間につきましては、安全基準の許す一番短い設定に再調整い

たしました。風除室のエレベーター側の面にドアをつけられるかどうかを建築構造面から再確認を実施し

ております。大型ヒーターの設置につきましては、電源確保の問題ですぐにはできない為、小型ではあり

ますが温風ヒーターを設置いたしました。直接吹き込む寒気が当たらないように椅子の配置を変更いたし

ました。 

病院全体の換気調整で、できるだけ入口からの外気の吹込みを弱める設定に変更しております。 

自動ドアの片方をセンサーによる自動開閉式ではなく、タッチ式に変更する予定にしております。 

引き続き寒さ対策をしてまいりたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

手作りのケア帽子を患者様よりご提供いただきました 
患者様よりいただいた手作りのケア帽子です。 

ご希望の方は、お近くのスタッフにお声掛けください。 

整形外来診療に関するお知らせ 
２月１１日（土）が祝日のため２月の整形外科早田浩一医師の 

外来診療は、２月１８日（土） と ２月２５日（土）になりますので 

ご注意下さい。 

糖尿病患者会「さくら会」のご案内 
「三和さくら会」とはクリニック、三和病院に通院中の糖尿病患者さんやご家族、医療 

スタッフで作っている患者会です。 患者会では患者さん同士の意見交換、ウォーク 

ラリーや他の患者会との交流会に参加しています。 また、糖尿病専門誌「糖尿病ラ 

イフ さかえ」を毎月読むことができ、食事や運動のことなど様々な情報を得ることが 

できます。   会費  ３６００円 （４月～翌年３月まで） 

       内訳：日本糖尿病協会会員費  年２４００円 

           千葉支部会費         年５００円 

               その他諸経費         年７００円 

※途中入会の方は３００円月掛けとします 

入会希望の方は、お気軽にスタッフへお声がけください。       ハイチーズ！ 

昨年１１月１３日、年に１度行われる、東葛地区患者会合同の「佐原日帰りバス旅行」が 

ありました。さくら会は小さな会ですが、こんな感じで和気あいあいとしていま～す！  

休診のおしらせ （１月・２月） 
 
 

 

 

 

 

 

医療法人社団鼎会基金へのご協力お願いします。 

現在までに多数の方々よりご協力をいただいております。 地域に根差した医療活動を軌道に乗せること、

入院患者の皆様の負担を軽減し病棟運用を効果的に行うために一層の努力を重ねてまいります。引き続き

鼎会基金へのご協力をお願いしております。鼎会基金の詳細や募集要項等につきましては 

三和病院内 鼎会本部総務課 基金係までお問い合わせください。  （TEL：047-712-0202）  

～ おしらせ ～ 

［内科］ 

・平井 琢也 医師 

２月 ７日（火） 

 

［形成外科］ 

・大久保 ありさ 医師 

１月２０日（金） ２月１７日(金) 

［整形外科］ 

・櫻井 晃 医師 １月４日（水） 

 

三和病院 八柱三和クリニック 

［内科］ 

・鈴木 隆弘 医師 

１月１０日（火） 

 

 

 

 
 

 


